
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域福祉を取り巻く現状と課題について 

 

 

 

 

～ 山口市の人口や地域福祉活動、地域福祉アンケート調査などから 

地域福祉の現状等から課題を把握します ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １ 人口、世帯等の状況 
 

（１）人口の状況 

 

 

 

■人口の推移 

令和2（2020）年の国勢調査において、本市の総人口は減少に転じました。高齢化率は年々

高くなっており、今後も人口減少及び少子高齢化が進展していくことが見込まれます。 

また、市独自で試算した推計によると、令和42（2060）年の本市の総人口は135,832人で、

令和2（2020）年と比較して約30.0％の減少が見込まれます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》高齢化の状況（全国） 

 現役世代1.４人で1人の６５歳以上の者を支える社会が到来します。 

 

 

 

 

 

 

 

 ※参考 内閣府資料「令和４年版高齢社会白書」 

 

人口の推移等からみる課題 

70年後は･･･ 

昭和25年（1950年） 

40年後は･･･ 

令和2年（2020年） 令和42年（2060年） 

１２．１人 ２．１人 １．４人 



 

■出生数と死亡数からみた自然増減推移 

出生数から死亡数を引いた自然増減をみると、死亡数が出生数を上回る自然減で推移して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■合計特殊出生率及び女性人口（１５歳～４９歳）の推移 

 本市の合計特殊出生率は、ほぼ横ばいで推移しており、全国より高く、山口県より低くなっ

ています。女性人口（１５歳～４９歳）は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）世帯の状況 

 

 

 

 

 

 

 

■世帯数の推移 

 令和 2（2020）年の本市の一般世帯数は 86,858 世帯で、平成 27（2015）年と比べ 2,091

世帯、2.5％増加しています。一般世帯の１世帯当たりの人員は、2.15 人と平成 27（2015）年

と比べ、0.09 人減少しています。また、核家族世帯は全世帯数の半数以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯の推移からみる課題 

（平成 27 年）     （令和 2 年） 

    9,429 世帯      10,370 世帯 

（平成 27 年）     （令和 2 年） 

    6,903 世帯     7,238 世帯 

世帯の家族累計からみる課題 



 

（３）支援を必要とする人の状況 

 

 

 

 

 

 

 

■要支援・要介護認定者数の推移 

 ６５歳以上の高齢者数の増加に伴い、要支援・要介護認定者数、認定率は年々増加・上昇

が見込まれます。 

 今後、高齢化が進むとともに、支援が必要な人の増加が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計等からみる課題 

 



 

■障害者手帳所持数の推移 

 障害者手帳所持数は横ばい状態で推移していますが、手帳別でみると、身体障害者手帳所

持数は減少傾向にあり、療育手帳所持数、精神障害者保健福祉手帳所持数が増加傾向にあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■特別児童扶養手当受給者数の推移 

 特別児童扶養手当の受給者数の推移をみると、増加傾向で推移しており、支援を必要とす

る障がい児が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■児童扶養手当受給者数の推移 

 児童扶養手当受給者数の推移をみると、少子化とともに減少傾向にありますが、ひとり親世帯

は増加していることから、支援が必要な子育て家庭は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■生活保護受給世帯の推移 

 生活保護受給世帯数はほぼ横ばい状態で推移しており、保護率は、国及び県平均よりは下回

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 社会問題等の状況 
 

 

 

 

 

 

■児童虐待に関する相談件数等 

 

 

 

 

 

 

■高齢者・障がい者虐待に関する通報・届出件数 

 

 

 

  

 

 

■成年後見センター・地域福祉権利擁護事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＤＶ相談件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 29 年）    （令和 3 年） 

 526 件        662 件 

（平成 29 年）     （令和 3 年） 

        252 件        302 件 

統計等からみる課題 

（平成 29 年）    （令和 3 年） 

   ２４件        ３９件 

（平成 29 年）     （令和 3 年） 

     5 人          3 人 

（平成 29 年）       （令和 3 年） 

   210 件           248 件 

（平成 29 年）    （令和 3 年） 

 ４４件        １８７件 

（平成 29 年）      （令和 3 年） 

相談件数 ８３件     １６８件  

利用人数 １３８人    １５５人  



 

■生活困窮相談件数 

 

 

 

 

 

 

 

■自殺者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 29 年）     （令和 3 年） 

     14,548 件      13,739 件 

（平成 29 年）     （令和 3 年） 

   29 人        25 人 

（平成 29 年）      （令和 3 年） 

  115 人          330 人 

（平成 29 年）  （令和 3 年） 

20 歳未満    0 人       3 人 

20 歳代     1 人       4 人  

30 歳代     3 人       5 人  



 

３ 地域活動等の状況 

（１）各地域の状況 

 

 

 

 

 

 

■山口市の高齢化の状況 

 本市の高齢化率は年々高くなり、後期高齢者割合が大きくなります。 

 

 

 

【資料】国勢調査                  【資料】市推計 

■地域別高齢化率の状況 

 地域別の高齢化率も年々高くなり、各地域の高齢化率には大きな格差がみられます。 
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20年後は･･･ 

地域別人口統計からみる課題 

 

 

 

 

 

 

 

平川 



 

（２）地域を支える人の状況 

 

 

 

 

 

 

■民生委員・児童委員及び福祉員の平均年齢が上がっています 

 

 

 

 

 

 

■地域の担い手が減少しています 

 

 

 

 

 

 

 

■ボランティア数は増加傾向にあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計等からみる課題 

（平成 29 年）   （令和３年）

個人  533 人     479 人  

団体 11,791 人   16,086 人  

 （平成 29 年）   （令和３年） 

クラブ数 199 クラブ  187 クラブ  

会員数 7,886 人   6,851 人  

（平成 29 年）       （令和３年） 

 266 団体         266 団体 

（平成 29 年）    （令和３年） 

 77.1％        73.2％ 

（平成 29 年）    （令和３年）

  222 人          340 人

（平成 28 年）      （令和元年）

 65.5 歳         66.6 歳

（平成 29 年）     （令和 2 年）

     62.4 歳         65.7 歳


